
 皆さん、最近、家の人とゆっくり話す時間はありますか。家の手伝いをしていますか。
いつも一緒にいると、当たり前すぎて家族のことを考えることもなかったかもしれませんね。
 ここでは、家族の一員としての自分を振り返ってみましょう。
 さらに家族の一員として家族関係をより良くする方法を考えてみましょう。

次のような家族の会話がありました。
役割分担をして演じてみましょう。

    母︓「ただいま。あー、疲れた。急いで夕食の支度をするから、手伝って。」
  さおり︓「おかえり。」
   健太︓「おかえりなさい。いいよ、手伝うよ。洗濯物、とりこんでおいたよ」
    母︓「ありがとう。お姉ちゃんもスマホを見ているなら手伝ってよ。」
  さおり︓「エー、部活で疲れているし、今、帰ってきたばかりなんだよ。」
    母︓「困っているときぐらい、手伝ってよ。」
   健太︓「そうだよ。お姉ちゃんも手伝ってよ。」
    父︓「ただいま、何、言い合っているんだ。外まで聞こえたぞ。」
    母︓「スマホを見ているから、夕食の手伝いを頼んだだけよ。」
  さおり︓「帰ってきたばかりだし、部活で疲れているし・・・。じゃあ、勉強するから、
       手伝わなくていいでしょ。」
    母︓「何その言い方。お母さんだって今帰ってきたばかりだから、お願いしている
       んじゃない。」
    父︓「まあまあ、お互いに言いあっていても仕方ないだろう。」
母、さおり︓「じゃあ、お父さんは手伝ってくれるの。」



家族の関係をよくするように、続きのストーリーを考えてみましょう。
また、グループで話し合い、セリフ、話す順番、役割などを決めて発表準備をしましょう。

父 母

さおり

健太

他のグループの発表を聞いてどう思いましたか。

さおりの家族を演じたときの気持ちはどうでしたか。
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